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日本船舶振興会補助事業

キモトジャパンカップ

シグーズ／船5

ﾚｰｽ委員長宮坂敬三
写真／佐藤勝海
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いう形態で始まったこのシリーズも昨年からは株式会

社ミキモトの後援を得て一段と内容も充実し，今年か

らはその名も@@JAPANCUP"と改め，海外にも参

加を呼びかける方向付けを整えました。

歴史のある他のレースに比べればいまだ誕生したば

かりのヨチヨチ歩きの段階かも知れませんが，日本の

オフショアヨットを考える時，このシリーズの成長に

期待する所が大であると信じてやみません。全国の

ヨットがこのシリーズに照準を合わせて鍛練し，一年

間の総決算として参加して来れる様な位置付けに早く

はじめに

昨年に続いて株式会社ミキモトの後援をいただいた

MIKIMOTOJAPANCUPOFFSHORESERIES

1985が熱海をベースとして展開されました。10月3日

のインスペクションに始まり,13日の表彰式に至るま

で全1l日間の一大イベントでありましたが，地元の静

岡県，熱海市，商工会議所をはじめとする関係各位の

絶大なるバックアップ°に支えられ，無事全日程を終了

出来たことを深く感謝します。三年前に‘‘全日本”と

したいものです。また，海外進出をねらう艇にとって

も，良き土俵としての評価が得られるよう，名実共に

充実させていきたいものです。運営サイドとしてはす

でに来年に向け静かに準備が始まっています。各艇か

らの心あるアンケートの回答を検討し始めました。ま

た，今年からは各支部にも協力を呼びかけスタッフを
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分析に入っています。

レースは，吹<だけ吹いた昨年に比べ，今年は無凰

から強風まで，また東の風，関の風とバラエテイーに

富んだ風向により，参加艇にとってはその実力を充分

に発揮するチャンスに恵まれた結果となりました。し

かし，残念なことに関東以外の支部からの参加が予想

より少なく，全'五|ネットでの実力を競うには，顔ぶれ

にいまひとつという感が残りました。近い将来，参加

希望が多くなった時には各支部で予戦を行ない，選ば

れた艇によるJAPANCUPSERIESが行われるも

のと期待しています。

シリーズを通してみて，昨年の雪辱を果たそうとす

る<TOGOI>の意銃込みはすさまじく、その意欲

において他を圧していました。一方，昨年の覇者

<ZERO>もその実力において，昨年をはるかに上ま

わるものを貯えており,lii,1艇の一‘脇打ち,昨年のリター

ンマッチ・シリーズとなるであろうことは大方の見方

でありました。はたして,I,1,j;h･の力はｲ''1仲し，優勝艇

が2艇という結果に終り,|'l,j雄の決薪を見ることは出

来ませんでしたが，参力||艇全体を色々な角度から分析

してみると昨年より絡段にレベルアップ．して来たこと

が分かります。

レース結果については「offshore」の11月号を参照

していただくこととし，以下に各レースの概要を報告

します。′

第1レース（オリンピック）10月5日

台風20号に対する不安もややうすれ，本シリーズ第

1日目の受付は06：00より，商工会議所2階の本部で

行われた。昨年に続いて，おなじみになった本部であ

る。シリーズ初日とあって各艇も緊推しているせいか，

遅刻する詞もなく，予定辿(〕29艇の出艇申告を受付け

た。昨年は各レース共，受付に遅れる艇が多くて本部

艇が出港出来ず，述営'三ディスターブされたことが多

かったので「タイム・カードでもi没潰したらどうか』

との意兇もあったが，会社でもあるまいと取りやめる

ことにした。

小雨のパラついている'|'を海岸に行って兄た°微か

なEの風，今llのレースがどうなるのか，多少の不安

を感じながら，帆走桁示書で公約している通り06：30

迄に本l-lのスタート海liliを網代港i'|1とする通告を公式

揚示板に揚げた。

スタッフ合Ii-l･9名で本部艇<FUJIII>は8:00にハー

バーを川港した。三年続けての大任である。気が引き

締まる思いがする｡他のマークポートも引き続き出港。

レース艇も，札l次いでもやいをとき，ふだん静かな熱

海港沖がたちまち熱気にi,i'liちて来た。

AP旗（スタート延期侭号）は安易に使用しないと

心に決め，また，その準附も進めて来た。予定された

時刻に正しい方法でレース艇をスタートさせることは

コミッティーに課せられた任務の|ﾉ1，最も亜要な任務

の一つであるとの認識によるものである。しかし，そ

れも適当な凪があってのこと，第1レースのスタート

予定時刻は10:00でる。9:30現在基本的にはNEの

風であるが定まらず，風速もl～3ktで,29艇のフ

リートをスタートさせるにはいささかものたりない。

上マークの設置を予定していた初島付近の風向，風

速をマークボートより連絡してもらったが|同1じょうな

もの，やむなく9:45,AP旗を揚げた。

待つこと久しく,NEの4kt,わずかな凪で第1レー

スはやっとスタートした。昨年と|,1じラウンド・ジ・

エンドスタート・ルールの採川を行った。リミット

マークに近い方で<WAVEDANCER･3322>がと

び出したが，気がついてマークを'11|(〕復1,il}した。

TOP艇の<ZERO>が上マークを|'!|ったのが12:37,

スタートよりlllflllll7分後であった。蚊後の艇が上

マークに到着したのが13:001-度,その差わずか23分．

小型艇有利の展|刑となった。その後，肌速もしだいに

上がり，20ﾉｯﾄを,氾録するようになった｡凪向も

NNEからほとんどNに近くなったため，トップ｡艇が

サイドマークに到達する岨には第4レグの_|､マークと

してサイドマークを使うことを決定し，下マークの

ワッチを行なっていた本部艇より各艇に連絡した。ス

ピンワークの差でマークを|向|航するたびに少しずつl1m

位が入れかわることはあったものの，後半は肌にも恵

まれハイペースでレースが展開し,TOP艇が14:27,

ゴール。所要時間3HO7M30Sそれからわずか48分

で全艇フィニッシュし，第1レースは終了した。第4

レグにおいて<WAVEDANCER・3322>と<U･F･

O･1733>のBMI･I旗がありU・F･Oは20%のI1II

位ペナルティーとなった。得点から兇ると6点損をし

たことになる。結果的にはハーフトナーの上位3艇に

もくい込めないことになった。シリーズレースの場合

には各々のレースを一つづつ大切にしたいものであ

る。

下馬評の高かった<DISCODOR･2263>が小型艇

有利の歴開も手つだって，第］レースの得点29.25を

上げ第1位となった。

第2レース（オリンピック）10月6日

昨日とはうって変わり低くたれ込んだ鏡，2()～3(）

ktの風，激しい雨も伴なって祝界も恕<，スタート

コンディションとしては岐惑のものとなった。｜マー

クの位置のことを考えると，凪|ｲI｣からいってスタート

位置は伊東沖の手淌!I;↓付近とせざるを御ない。参加艇

に対しては気のどくだが我慢してもらうことにした。

波高約2メートル.本部艇のアンカ一打ちに手まどり，

スタート時刻は予定より20分延期とした。第1レーース

でマストトラブルを起こした<KITTY･3342>が

DNCとなった他は，各艇荒天準備のかまえでスター

トについた。

<WILL･3344>,<S#DBLONDINE･3515>,

rL
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<DISCODORI･2263>の3艇がリコールとなった

が，なぜか<DISCODORI>は復帰せずPMSとなっ

た。第1レースのTOPで29.25を盤得していたこの

艇にとって第二レースのPMSによるわずか2点は5

レース合計に大きくひびいてくる結果となった。また

<CORENTENERA･2369>はインナーフオアス

テイ取付部破損によりRET.<SEACROWN・2979>

は第1レースのマストトラブルが尾をひいてRET.

となった。

その他完走はしたもののくカラス・3220〉がマスト

上部が曲がり，続く第3レースをDNCすることにな

るなど，大小のトラブルが続出した｡とりわけセーール

トラブルが多く，レース終了後，各艇その復旧に走り

まわることになる。わずか3～4時間のレースで，半

数近くの艇がなんらかのトラブルを起こしているとい

う現実は，風が強かったというだけではなさそうであ

る。シリーズレースに参加する艇にとって，トラブル

を未然に防ぐ､常日頃の準備，またトラブッてしまった

場合の復旧の仕方，方法も考えておく必要があるので

はなかろうか。

TOP艇の<ZERO･3070>は3H27MO3Sでゴー

ルした。単純平均で8.2ktのスピードとなる。参考ま

でに自艇の第1レースにおける単純平均は6.1klで

あった。

最終艇は5HO8M32Sで単純平均4.7kt第1レー

スの最終艇の単純平均4.9ktに比較すると大剛艇とは

逆にスピードはおちている。第2レースは強風による

大型艇有利なレースであったことになる。セールトラ

ブルを起こしながらも6位24点の<TOGOI･2333>

など上位はほとんど大刷艇のものとなった。

第3レース（ショート）10月7日

くカラス･3220>､<KITTY･3342>,それにレース

続行をあきらめて油壺へ州ってしまった<SEA

CROWN･2979>の3艇のDNCによりスタートは26

艇となった。

西の凪15～20ktのコンディションの中，真鶴に近

い岸寄りにスタート位置を設定した。出来るだけ熱海

港近くにWマークを打ちたかったからである。10：

001.度オールフェアである。今回関西から副レース委

員長としてコミッテイーに参加していただいた谷川

ファミリーによる手ぎわのよい旗さばきがみごとで

あった。Wマークまで225｡2Mとした。

wマークli｣1航で全艇スピンランとなり初島へ向

かった。大気図を兇ても台風20号が温帯低気圧に変

わってしまい多少liii線の影響は予想されるものの，絶

好のコンディションでのレース展開を予想した。順調

にいっても24時|ﾊl前俊はゴールがないものと，レース

本部の雑務の撲理，ハーバーのゴミかたづけ等、今ま

で川来なかったことをひとまわり処理することにし

た。

411の|｜に<FUJIII>をInl航して来てから，すで

に411も経っているが一時のひまもない。毎晩翌日

の準術のために深夜まで作業が持ち越され，うまいも

のを食うひまもない。今日ぐらいは多少のんびり出来

るかと思ったのもつかの間,17:40,頃<WILL･3344>

の艇長諏訪氏より屯砧が入った。『17:07神子元手前

2マイルでディスマスト，リタイヤ－して下田港へ入

港した」という知らせであった。瓜はMAX27ktと

のことであった。スタート後西の風が次第に強くなり，

全艇かなり111I!鳶労しているということが分かった。

へ

MIKIMOT○」APANCUPシ|ノース､1985の概要

ｑ
ト
ー
１
４
リ

タス
Ⅱ

スタート
コース

単.純平均
スピード

■里
レースf'， 出艇[I1告 女(象・獅象 附塔フィニ･ソンュ艇 所1災映間

肌なしでスタート処1りI
4kt

NE～NNE～NE

15～20kt

期1レース

オリンヒ,ソク

19M

５
Ｓ
Ｏ
Ｑ
Ｊ

ｎ
ｊ
声
Ｄ

Ｍ
Ｍ
７
５
０
５
３
３人

９
０
２
３２

10／5

11：20

○
６
１
１

戸
烏
。
〕
Ｆ
『
Ｊ

、
で
〕
。
ｎ
毛
Ｊ

TOP

LAS〆1

１ｔ仇１
９
６
４

ツq
“し

(20%ヘナルティ1)

26

/20％ベナルティ
PMS

IRET

弟2レース

オリンピック

24M

Ｉｋｊ釧
し
一
Ｉ
ｊ

Ｆ
Ｈ
や
（
１
１
。
Ⅲ

Ⅸ
鋤
波

28

220人

(DNCl）

に
Ｌ
蛤
旦

３
２
０
３
押
Ｎ
７
８
２
０
３
５

10／6

1(）：20 Ｍ

Ｕ
戸
『
Ｊ

ｎ
Ｍ
）
ロ

の
、
Ｊ
川
釜

.l､()I）

I=AS"I

２
７
８
４

、
１
１
日
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｊ
ｒ

ｌ
ｌ
２’

】へj3レーフ

ンョート

150M

i几iの瓜

15～20kt

～45kt

Ⅵ‘マーク

ワワ月。

2M

26

192人

DNC3）

●
ｈ
鳥

ｎ
ｏ
ハ
リ

刊
１
，
乙

１
１
１
恥
９
１
５
２

Ｑ
Ｊ
【
ｊ

、
１
ｎ
Ｊｌ

Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ａ
ｒ
ゴ

Ｆ
ｒ
ｌ
ｌ

、M1０
０
１
１
７
叩

19 ５
０
７
４(l《E'1 7）

スタート'1,1：
5kt

瓜おちる
13：00ノーレース

輔4レース

オリンヒ､ソク

23M

28

？，qノ、
竺一ゼノL

DKC1

撫瓜のため

N(）RACE

10／10

10：15 Ｍ

５
３
５
４

弟5レース
向、／ケ、
ｰ一〆

210M

無風のスターI

SW～W

20～30～50kt

28

ツワクA

I〕NCl）

22
齢
Ｓ

ｈ
Ｊ
バ
リ

４
４
Ｆ
Ｄ

Ｍ
Ｍ
１
３
５
３
６
０
３
５

１
０
１
０

／
，
。

／０
０
１
１

Ⅵ､マーク

をL

、M1T()I》

LAgI

７
２
５
４II<E1，51

11)NF1ノ

Ｍ

言
Ⅲ
Ｒ
Ｕ
ｎ
乙
４
４

、
’
八

１
７
師
皿
０
必

Ｌ
↑
ｗ
一

ｓ
５

Ｑ
ゾ
ハ
。

ｎ
乙
Ｐ
Ｏ

Ｍ
Ｍ
５
９
２
５
Ⅱ
Ｈ
３
６
６
９

1,()I〕

l"AS1

７
４
６
４

（4）



一

全

昭和60年12月15日第130号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

一瞬，昨年と同じサバイバルか？といやな予感が

した。5艇しか完走出来なかった昨年のロングのパ

ターンによく似ている。他艇の安航を祈るばかりであ

る。<WILL>が17:00台に神-IE･元に近づいているの

であれば，風向，風速からして大型艇団は16:00台に

神子元を回航しているに違いない。(<ZERO>は15：

43すでに神子元を[ﾛ|航していた｡）その後RETの連

絡もなく一安心する。21:05<ZERO>に依頼してい

た無線がとれず，レース展開を風向，風速より予想す

る以外に方法がなくなった。

このまま風が続けば夜半には全艇，神津島を回るだ

ろう。それから逆算してみると,大型艇のフイニッシュ

は夜明け前に充分，有りうることになる。休む間もな

く,8BO1:30,本部艇にてフイニッシュラインに向

う。今|両|はじめて固定ブイを3カ所設置してみた。初

烏の北，大崎中，それに熱海港i中である。30kgのア

ンカー2個をチェーンでつないだ強固なものである。

熱海港沖の固定ブイは主にショート，ロングのフイ

ニッシュライン設定用と西風スタートの場合のW

マーク用と考えたものであった。この固定ブイの考え

方は非常に有効であった。過去2年のレースの風向を

分析して設置場所を決めたのだが，オリンピックの場

合のマーク打ちの労力をかなり削減してくれる。とく

に熱海沖はすぐに200～400mの水深になるので，捨

てアンカーの考え方と固定アンカーの考え方をうまく

組み合わせていけば深さをあまり気にしなくても，自

由にコースを設定出来そうである。02：30，その固定

ブイを使って本部艇を停め，ロランにより移動がない

ことを確認した。西の風10～20ktあり，南→北への

かなりの潮がある。熱海の夜景がむやみにきれいに見

える。夜空も美しい。ワッチを組み，交替で仮眠する

ことにした。ジュリーの井上さん，谷川さんをまじえ

IYRRの話で夜もふけていった。

8日の24時タイムリミットまで長い海上生活にな

る。せいぜい酒でも飲みながらフイニッシュを待つこ

とにする。明るくなって風がおちついた｡07：00になっ

て初島に船影を発見。見る見る近づいてくる。〈ロシ

ナンテ･3210>のゴールであった。07:59'13"更に平

均7.5ktである。すばらしい走りであった。ファース

トフイニッシュであることを連絡してやった。船上で

歓喜がわいた。予想していなかったのであろうか。「お

つかれさん.／」とも声をかけてやった。こちらの疲れ

もとれる一瞬であった。ファーストホーム，総合優勝

熱海泊地にて

で58.50点を取り，〈ロシナンテ〉にとっては大いなる

自信につながったことであろう。今後の活躍を期待す

る。

さて,この強風の中,<ZERO>がファーストフィニッ

シュしないのはおかしい。何かトラブルでも発生した

のか心配になって来た。後続艇は全然見えない。風は

ますます落ちてきた。先行艇有利となり，小型艇が逆

転する可能性はなくなったかのように思えた。〈ロシ

ナンテ〉のフイニッシユ後2時間30分おいて<ZERO>

がフィニッシュした。

……デッキが異様に雑然としていた。12時台になって

<CONTESSAU>,<TOGOWI>,<織姫><ZE

ROI>,と数分，数秒の差であわただしくゴールが

続き大型艇のフイニッシュは完了した。

午後，スリークォーターに続いてハーフトンのフィ

ニッシュがはじまった。今回のシリーズでの<WAVE

DANCER･3322>,<FIDELIAU･3228>,

<WILL･3344>の関西ハーフトンを代表する3艇の

働きは目さましいものがあった。<WILL>の第3

レースでのディスマストによるRET.がなければ，

この3艇で総合3，4，5位を取っていたに違いない。

全レースを通じて平均した得点を勝ちとり，常に大型

艇をおびやかしていた。

23:21'26"<SYLPHIDES-3>がタイムリミット

まで40分を残してゴールし，第3レースは終了した。

リタイヤー艇7，そのほとんどが利島，神子元間に

おける強風によるメインセニルの破損によるもので

あった。最高で60ノットの風を記録した艇もあり，強

風の中のサバイバルレースであった。

第4レース（オリンピック）

9日の予備日は非常に有効であった．前半戦を終っ

て，かなりの船が多少なりともトラブルを背負ってい

る。天気もよし，メンテには絶好のチャンスである。

各艇，復旧に余念がない。昨年にも増して盛大であっ

た9日夜のパーテイーの余韻を残して第4レースは，

＜カラス>,<KITTY>も復帰してDNClの28艇が

スタートすることになった。公式掲示板にスタート海

面の概略位置を眞鶴沖と出した06：00頃は，多少の南

風があったものの束にふれると共に落ちはじめ，予定

時刻が近くなってもいっこうに吹きそうにもない。15

分の延期の後，風マーク55.,4.3Mでどうにかスター

トさせることが出来た。風はいっこうに吹いて来る気
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ペースのレース展開になりそうである。タイムリミッ

トは,13日の15:00である。ひっかかる艇が出るので

はないかと気になり出した。岸壁のゴミ片づけやら

マークの片づけ，備品のチェック等に忙しく，しかし

今までになくなんとなくのんびりした時間が過ぎた。

レースの運営上<ZERO>,<ZEROU>,<がめ

ら＞の3艇に無線による位置の通報を協力してもらう

よう依頼してあったが,11日の21:05の第1日目の交

信予定時間には混信が多く確認することは出来なかっ

た。今年のロングには240Mのコースlと210Mの

コース2を設定した。レースコースに対する基本的な

考え方は|司じだが，風速により選べるようにしておい

た。気圧配置から当然コース2と決定してスタートを

ｲ丁つた。

翌12B,09:05,のコールには<ZEROI>,<が

めら＞とコンタクトすることカミ出来た。スタートから

丁度，24時間経過している。<ZEROU>は

34｡30'00''N,139｡02'50"E.神子元から利島へ向けての

レグにあった。風向265.,風速8kt,神子元回航が08

:14であった。

デイラン70M,3.0kt/時間のスピードしか出ていな

い｡一方,＜がめら＞は爪木崎の東0.5Mにあり，デイ

ラン55M2.3M/時間であった。

11:30の気象は大島240｡,9ktの風，三宅島

SSW,14kt,15:00には大島240｡8kt,三宅島210｡14kt

と風向，風速とも安定し，先行艇有利な展開が予想さ

れはじめた。しかし，このレースの勝負は大島迄の微

風の中でのコースの選定と，大島回航後の神子元への

レグの引き方で決っていたことになる。ほとんどの艇

の大島回航が22：00台にあったのに対し<ZERO>の

み2時間先行,<TOGO1>は1時間の先行であり，

風速の上がった西寄りの風をはやくつかむことで，後

続艇との差をより大きくすることになった。最終艇が

神子元を回った時<ZERO>はすでに三宅を通過して

いた。その後西の風がますます強くなり，熱海でも山

を越えて吹きおろす西の風が,15kt～25ktに上がっ

ていた。

最終艇が利島を回ったとき,<TOGOI>は神津

島にさしかかっていたことになる。

大島までのスローペースな展開と，熱海での西風の

吹き出しがおそかったことに気をとられ，本部での読

みは13日朝までにはゴールは無いであろうというのが

大方の見方であった。フイニッシュラインは固定アン

カーを使って設定してあるし，あとは<FuJIm>を

もって行けば良いだけにしてあったので，せめて最後

の熱海の夜でも楽しもうと，コミッティーもややリ

ラックスした状態で，沖でのハイペースに変わった

レースの展開のことを忘れがちになっていた。

21：05の交信がとれ<ZERO>はすでに初島を回っ

てゴールに向っていることがわかった。予想をはるか

に越えたスピードである。あわててスタンバイに入る。

増

癖

杁茄禽紬、■､．

､:"#r:"11W【乳jii'A詫謝：
中間パーティーにて，熱海在住の皆さま

配もない。昨年にはノーレースはなかった。なんとか

5レース全部，成立させたいものである。1時間たっ

ても各艇あまり離れていかない。1l:40,トップの

<ZERO>がどうにか上マークまで，あと0.5マイル

にさしかかったが潮に流され，なんとしてもマークに

近づかない。海面は増々おだやかになり，ノーレース

を覚悟せざるを得ない状態となってきた。

12:45,<ZERO>が初島方向に流されはじめ,マー

クより1マイル以上離れてしまった。スタートより2

時間半経過して,上マークまで一艇も到達していない。

ノーレースとせざるを得ない。13:00レースの中止を

決定，各マークポートに連絡すると共にN旗を揚げ各

艇に通告して廻った。

第5レース（ロング）10月11日

今年から得点係数をショートが2，ロングを3とし

た。オフショアレースの比重を高くしたのである。オ

リンピックコースでの技術の競いも大切には違いない

が,NORCのレースとしては，本来，オフショアを

主流と考えて不思議はないはずである。シーマンシッ

プというか，ヨットレース本来の醍醐味は総合技術に

よって競われるべきものであると私は考えている。一

晩の島廻りレースにも出て来れなくなったレース艇が

多くなった今日，オフショアレースの原点をまじめに

考える必要があるのではなかろうか。

この時点迄の得点はトップの<TOGOWI>が94,

<ZEROU>が93,<ZERO>が90.25,

<ROCINANTE>が89.5,<あさま＞が88,<織姫＞

が85,小型艇では<DISCODORI>が88,<FIDELIA

2＞が82,<WAVEDANCER>が77とどの艇にも

逆転のチャンスが有り得る状態で，すべては第5レー

スの結果待ちとなった。小雨まじりの弱い南の風，高

気圧の南のヘリにあたり，雲が多く，風はあまり期待

出来ない。スタート時点では多少西にふれ，各艇，ス

ピンを展開してのスタートとなったが風力はいっこう

に上がらず，初島迄のランで各艇ともかなり苦労して

いる様子であった。静まりかえった岸壁に帰り，本部

もシリーズ終了の準備をはじめた。

16:00,三宅島に電話で気象を問い合せたところ，

210°の風1lノットであった。大島は20.微風,12日に

は南西の風に変わるだろう，とのことであった｡スロー

1まPa

1t
強

1

へ

へ

（6）



昭和60年12月15日第130号 ○FFSHORE 昭1152年7月21日節三純郵便物認可

20分後にフィニッシュラインの設定を完了し，すぐ近

くにせまった<ZERO>のフイニッシュを待った。

21:5]'43"風速14ktの西風にのって豪快なフイ

ニッシュであった。所要時間36時間51分43秒。三宅か

らの単純平均では1Okt近くで走り続けたことになる。

その後，初島方面に船影はなく，しばらくゴールは

なさそうである。ワッチを組んで仮眠に入る。

翌13B,01:29'1l"<TOGOWI>フイニツシユ。

風も強くなりはじめ，明け方にかけて続々とゴールし

そうである。03:36'43"<sEEADLERV>,2分後

に<ROCINANTE>と続いた。03:15分には，風速

も30ktに上がり，ワッチも楽ではなくなって来た。

夜が明ける頃より間断なくフイニッシュが続き，09

:03'14''ハーフトンのトップ°を切って<FIDELIA

2〉，続いて<WAVEDANCER>,<WILL>が入っ

た。

常に数分の差で回航地点を通過していたこの3艇

は，フイニッシュにおいても秒差でとび込んで来た。

小型艇不利が大方の見方であり，タイムリミットの問

題で色々議論のある中で，シリーズを通して平均して

得点し，総合で上位にくい込んだ，この3艇のまじめ

な活躍ぶりは賞賛に価するものであった。

本部艇では風速45ktを記録し，ますますワッチが

大変になってきた。<COASGUARD>が,05:40g

ろ神津島附近でデイスマストによるRETの他，合

計5艇のRETが確認され,11:33'56"には,<がめら〉

もフィニッシュして，残すは<TRACER>のみ。

風はますます強くなり，正午過ぎ,50ktの風に耐

えきれず，アンカーに使っていた5.5mmのワイヤー

が途中で切れ，やむなく本部艇を港内にアンカーリン

グして，フイニッシュにそなえることにした。結果的

にフイニッシュには実害はなかったが,5.5mmのワ

イヤーでは細かったのかも知れない。

15:00タイムリットとなり<TRACER>はDNF

となった。16：00近くなって熱海港に向って来る

<TRACER>の船影を確認し,全シリーズを完了した。

、．舞

霧t…，＝藩〃

蕊

』

熱海クラブハウスでのパーティー

リ報告されている。

トラブルの1'1で一番多かったのはセールの破損で

あった。中風まではノートラブルでも，ちょっと吹<

と半数近くがなんらかのセールトラブルを報告して来

るのはなぜであろうか。特にメインセールに多発して

いるのは，今まであまり例のないことである。新素材

自体の問題なのか，製作上の問題なのか，あるいは，

ハンドリングに欠陥があるのか……。メーカー，ユー

ザーが協力して早い時期に解決していくべき大きな問

題であるような気がしてならない。

また，スペアマストを含む備品のバックアップ．体制

の充実も常日噸から心がけておく必要をﾙ感した。シ

リーズでレースを行なう場合，その艇のスタッフの厚

さの問題もポテンシャルの一部であると思う。物の補

充，クルーの交替が整然と出来る艇が，とりこぼしな

くシリーズを走ることが出来る艇であり，結果的には

上位に入賞出来る艇なのである。

走りについては，最近の大型艇の走りは安定してき

ているような気がするが，小型艇特にスリークォー

ターの走りに，なぜかものたりないものがある。層が

薄くなっているのも事実だが，クォータートンに追い

越され，大型艇につきはなされるようでは将来がまっ

暗である。レーテイング的にはl.25倍のところを，

1.5倍の時間をかけて走っていたのでは，小型艇が陽

の目を見ることはあり得えない。対等に走りぬく努力

をして欲しいものである。

さらに，クルーの若さの問題も気になった。各艇の

平均年齢まで調べたことはないが，岸壁で見る乗員が

以外に若いのにはおどろかされた。シリーズレースで

社会人は休暇がとりにくく，学生を使っている艇も

あったようだが，中堅のヨット乗りはどこへ行ってし

まったのだろうか？

最後になりましたが地元の稲葉さんをはじめとする

皆さんには大変お世話になりました｡泊地の問題から，

ゴミの問題まで，労をおしまぬ協力に深く感謝してお

ります。みよちやんも，あきらちゃんも，えみちゃん

も，本当に有難う。また，遠い支部から参加して下さっ

た方々もご苦労様でした。また来年も素晴しぃイベン

トが操りひろげられることを期待しています。

一

（
」

エピローグ．感じたまま

昨年に比べ，風向，風速が変化に富んだシリーズで

あった。大型有利，小型不利の問題もそれほど顕著で

なく，各艇，ポテンシャルを充分に発揮出来たものと

思っている。29艇のエントリー中，昨年と同じ艇が17

艇で，新艇がごく少なく，走りもきわだったものがな

かった。一年の総決算という意味では，少々ものたり

ない感じがないでもない｡仮エントリーしていながら，

間に合わなかった艇も数艇あったようだが残念であっ

た。このシリーズが新艇計画のターゲットに成り得る

よう，早く育ってほしいものである。

また，昨年の10本のディスマストに比べれば，今年

は2本のみで,少なくて良かったという感じもするが，

実際にはデイスマスト寸前のきわどいトラブルがかな

（7）
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計測委員長林賢之輔 ／

昨年と同様に，インベントリー・リストのチェック，

すべてのセールの確認を行なった。今回は，実行委員

会．レース委員会他諸氏の努力により，事前に大雑把

な交通整理ができたこと，インスペクターの人数を揃

えることができたこと，更に天候に恵まれたことなど

により，比較的スムースに終了することができた。特

に，前回，大変だったセールの確認は，公認セール・

メジヤラーにより，ほとんど第1日目に完了した。た

だし，砂浜の上で実施したため，各艇，後始末が大変

だったのではないかと思われる。次呵は，地元の方々

にお願いして，工事用のシートを川意するか，後楽|刺

の地下駐車場（雨天OK)を使用する予定。

スペアー・メインセールは，あくまでも緊急用とし

て，インスペクション時にサインを行なわなかったが

（2～3艇のみ手違いにより実施）荒天でケブラーメ

インを破損する艇が約1/3にのぼり，やや混乱した。

ルール851.2.は次のとおり。

「851.2予備メインセール風の状態または七一リ

ングの目的に応じて，艇の性能の向上をはかるために

積み込むことは許可されていない。しかしながら，第

2のメインセールは（良心的に）非常用の代替として，

積み込む場合のみ認められる｡」

従って，あくまでも正規のメインセールが破損し，

使用不能になった時に，使ってもよいということであ

り，厳密にいえば，レーティング証書のMGU･

MGMの記載通りのものでなければならず，寸にオー

バーしているものはもちろんだめ，それ以下でも11iし

<はないことになる｡艇全体の安全性の見地から,イマー

ジェンシ一・メインスルカ薗許されることは当然であるが，

その諸寸法が正規のメインスルよりも大きいことは考

え難いし，2枚，3枚と用意していることは，ルール

の精神に反するところがある。ジブやスピンの枚数制

限（ルール895）は，元来，レース艇のコストアップ

を押える目的に作られたルールだが，今や，ほとんど

意味をなしていない。1つのレースで積み込むことが

できるセールの枚数は，同ルールにより制限されてい

るが，陸上には，天候の変化に対応した他のジブやス

ピンが用意されているからである｡次回には,スペア．

(8）

メインセールをはじめから確認し，また，レース終了

後，直ちにジブおよびスピンの枚数チェックを加える

ことも考えるべきである。

ディスマストを含めて，マスト・トラブルが3件

あったが，全艇懸命の努力により，確認計測を受け，

レースに復帰した。

プロペラが落ちてしまうという珍しい事故があっ

た。応急手当てをたものがサイズが小さく，レーティ

ングの変更（大幅アップ）を余儀なくされた。(lレー

スを除き，レーティング証書通りのプロペラーに修復

された。）これは，いろいろな問迦を含んでいるにし

ても，セールのオーバー・サイズの場合とは問題が異

なると思われる。

最後に，レーテイング証書にオーナーのサインのな

いものが数艇見受けられた。内容を理解せずに，機械

的にサインされた証書と，なんら変りはないかもしれ

ない。しかし，レースは，レーティング競走から始まっ

ていることを認識すべきであり，デザイナーやセール

メーカーにまかせるべき事柄ではない。最後のツケは

すべてオーナーにまわるからである。

iンスクペター

IORメジャラー

セール・メジャラー

アシスタント

技術委員長

計測委員

飯塚巧二

田中龍雄

木内安夫

伊藤静美

河本義夫

戸谷寿男

戸叶幹夫

前田利一

庄崎義雄

高橋良寿

三船清治

数名

渡辺修治

林賢之輔

大橋且典

(内海）

（〃）

(駿河）

(関東）

(ノット）

(フッド）

(サボスタッド）

（ドイル）

(キング）

(ウルマー）

(ノース）

へ

へ
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いよいよ実現か〃

ヨットノ、－バー構想浮卜<熱海港＞
朝日新聞社静岡版より

熱海湾の－部を埋めて来年度中にできる熱海観光港

に伴って，現在の熱海港の再利用策が話題になってい

るが，内田滋熱海市長はこのほど，海岸の消波ブロッ

クを撤去してヨットハーバーを建設したい意向を明ら

かにした。熱海商工会議所やヨット関係者からも要望

が強く，観光港建設に伴う防潮工事が進めば実現の可

能性が出てきそうだ。

へ

消波ブロック撤去離岸堤で高波防止

埋め立て区域は熱海港に隣接した8.7ヘクタール。

同市と県の事業で下水処理場，観光港などがつくられ

る。県が担当の|則港は5‘000トン級の大型客船がlll入

りできる。現在，埋め立てどI事中で，来年度には岸壁

などの骨格が完成する。事務所など付属の港湾施設も

できれば，熱海港からの初｝島，伊豆大烏定期船は観光

港を利用できる。

観光港のバースから沖に防波堤も延び，熱海港や

港から続く海岸への高波が緩llされる。このため，港

や海岸の再開発を望む声が川ている。湾の南端にある

熱海港に対し，北の海岸には海水浴場がつくられた。

海水浴場から港まで約’キロの海岸は消波ブロックで

埋められている。

当初，埋め立て地の’部がヨットハーバーの候衲地

になったが，市はこのほど，水族館建設の方針を固め

た。そこで，港周辺がハーバーの適地として注目され

るようになった。内田市長は「高潮が防げれば消波ブ

ロックを撤去できる。狭い海岸道路を海側に広げ，道

路沿いの海にヨットを並べることができると思う」と

いっている。

県熱海土木事務所は「観光港からの防波堤の効果を

調べてからでないと,消波ブロックを除けるかどうか，

速断できない」と慎重。だが，海水浴場は消波ブロッ

クを撤去してつくられた。沖の離岸堤で高波を防げる

との計算からだ。ハーバー候補地の沖にも離岸堤があ

り，その効果が見込めるという。

10月初め，熱海沖でレースを行ったll本外洋'帆走協

会の大儀見菫H1l1会長は「]|[で混雑する湘,判海岸より，

新幹線が止まる熱海は地の利がいい。湘南のハーハー

が満杯状態なので,1,500艇く．らい浮かべられる熱海

湾に期待したい」と話している。

■迦記郵可

零壼珂
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串
Ｌ
■
■
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評
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‘
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、
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騨
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の主だったヨートオーナーを招待して行われた。石原

会長氏代理で，今Ip1ホストを務める関東支部長の菅原

氏，第1回から続けて，ジュリーをやっていただいて

いる石井正行氏等のあいさつから始まり，各艇の自己

紹介など一応型)mりのパーテイーではあったが,7回

を数えると顔見知りも多く，初参加でもSSBM(相

模湾スモール・ボート・ミーテイング)での顔なじみ

もあり，祐はあちこちではずんだ。

今回初参加のくまれし〉は諸兄ご存知のNHK,NC

9の木村太郎氏夫妻の艇。今回紅一点で，奥さんがス

キッパー。各艇紹介でご主人の挨拶を代読し，その中

で「我々が走れば岐後尾は引き受けるから，各艇安心

して走れ」と力づけられ，一I11大拍手の一幕もあった。

明けて10月10日第1レース・オリンピックコースか

らレースは始まったが,スタート時吹いていた北風が，

どんどん藩ち，トップ〈ミックス・マックス〉2位くツ

インカム〉で，サイドを廻った頃にはとうとう無風に

なってしまった。やむをえずレース中止，再スタート

とする。やがて凪は南に変り，微風ながらコンスタン

トに吹いてきたので，本部船を移し12時再スタート。

凧はスタート時2m/sec程度で7レもあり，この風で

はくミックス・マックス〉の方がくツインカム〉より

走りもよく，後半風が6m/seeまで上がったが前半の

遅れをとりかえせず,1,2位の111脚位はそのまま。や

や遅れてくレプトン・ターボ〉が第3位。チャーター

艇でこのレースが初乗りにしては，〈ターボ〉大健斗

であった。くまれし〉は公約通り9位で，しかもタイ

ムリミット1分|)ijo限後レグまで8位にいたのに，義

fll!がたい砧であった。

第2レースもオリンピック。第1レースかノーレー

スと勘違いしたくアドニスJr>が帰港してしまった

ので，8艇のレースとなった。凪は南で6～8m/sec

と淵ちつき，スタートは下ｲj利くミックス・マックス〉

が卜］浴フルスピードでスタート〈ツインカム〉はカ

ブセられてリミットマークから川そうになり，競り合

外洋レースの普及とクルーザーの底辺拡大を弩え，

我々がl玉l際ルール統一を機に日本ミニトン協会を結成

して7年になる。協会発足の年から全日本選手権大会

を開催し，その後東海，関西，関東各地を持ちまわり，

消長はあったが今年も第7回をlOlllO日～13LIハヤ

マ・マリーナをホームポートとする，相模湾で実施す

ることができた。

参加艇は9艇。ilill1'|,liij々 回にくらべやや少なかっ

たが，1'1大型艇にくらべ，スモール・ボートのレース

活動が不椚発な相模湾ということを觜えれば，まずま

-ずといったところか．．…・・

参川l艇梛は6艇槐。ここ2年腱i,Wfしていた,',｣,1井

l/8が今|11ll艇も参加せず淋しかったか，そのかわり

收田氏デザインのU-23,林-19,熊沢-21などが，初

参加した。しかし純粋のレーサーといえるのは，関東

'41工のKN-23(3艇）のみで，優勝争いは，やはり

この3艇に限られてしまった。過」：にN-23とl勝1

敗の高井1/8がH1てこなかったのはかえすがえすも残

念だったし，きくところによれば横lll氏も熊沢氏も，

そのデザイン・ブリーフに､すでにミニトンのIxIliliを

持っているという。来年の参加を期待したい。

参加水城は琵琶湖くミックス・マックス>(KN-23),

駿河くレプトン・ターボ>(KN-23チャーター),*

史津くは組>(Y-21S),葭浦くアドニスJr>(U-23),

横浜く朝涼Ⅲ>(Y-21S),横浜金沢八景くミステイⅢ〉

(LEP-21),それに相模湾水域から江ノル;<ブルー

パルサー〉（林-19),¥lll<まれし>(熊-21),<ツイ

ンカム>(KN-23)の3艇。やはり束H本の水城にか

たよった。松山の常迎''1平女史,i'|ｵの松柴氏がいろい

ろな顎怖で参加できず，また昨年から楽しみにしてい

た鹿児島のくコンディション・グリーン〉（高井l/8)

が，台風12号で艇を壊され，出られなくなったのは残

念だった。これも来年に期待したい。

さて,10jl9H艇搬人，艇長会!淡の後，パーティー

が大会をサポートしてくれる方々，ハヤマ・マリーナ

口込

(1()）
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いをさけて2位で出る。つづいてくは組〉がこれにか

らむ。ちなみに，ハグミとはなんのことかわからず尋

ねたところ，歯医者さんのグループ･の持つ艇なので歯

組なのだそうだ。

第1上までの間にくミックス・マックス〉とくター

ボ〉が，スターポーでオーバーセールしたので，〈ツ

インカム〉がトップ胆1航，その後もこの風ではくツイ

ンカム〉の方がやや速く，またぐミックス・マックス〉

がサイドから下へのランニングでくツインカム〉に戦

術負けする等もあり，フィニッシュの順位は,1レー

ス目と逆になった。ターボは今回も3位ながら，着差

もつまり大分乗りこんできた形。

この日夕刻から．地元葉山フリートのミニトン歓迎

をかねた,バーベキュー大会に招待されていたのだが，

第1レース再スタートなどでレース消化カヌ遅れ，一部

の者しかこのパーティーに出席できず，失礼してし

まった。誌miをお借りして，地元セーラーにおわびす

る次第である。

翌2日目は↑前日と打って変って雨。NHK"サン

デー・スポーツ”の取材で星野仙一氏のアシストをし

ている野中ともよさんが，体験セーリングを兼ねて来

たが，どうやら彼女は雨女だったらしい（翌3日目は

また'1肯だったから)。

第3レースはショート・ディスタンス，葉山沖から

城ﾙｻ沖のブイ'1!'航のコース。片上りになるのではない

かと恐れたが，幸運にも真上りに近い風となり，往路

のコース戦略が見ものとなった。

風は2～5m/secやや不足といってたところ。面白

かったのは風が本部船側ｲ]利なのに，テレビ取材の伴

走艇くジャックポット〉がリミットマーク側にいたた

めか，カメラを意識して，下側からスタートした艇が

多かったことである。その中で上1番で出たくツイン

カム〉が大きくリードをとり，つづいてくミックス・

マックス>・〈ターボ〉は今回は出遅れて，長者ケ崎沖

あたりでは5～6位というところだった。だがここで

大きなドラマが起こった。ヘディングでスターポー有

利と見た1,2位は入ったら勝目のない岸寄りに入り

すぎて，漁網につかまりもたつく。〈ターボ>とくブルー

パルサー〉は，それを見てか早めにタックして沖出し。

風も西に振れ，これが正解となって城ヶ烏ではくター

ボ>が1位。2位は必死で追いすがったくツインカム>・

〈ブルーパルサー〉は潮につかまったのか意外に伸

びず3位。〈ミックス・マックス〉は4位に落ちてし

まった｡勝負はここまでで，その後スピンの小さいくプ

ルーパルサー〉がくミックス・マックス〉に抜かれた

以外は，9位まで回航I|旧位は変らなかった。

続いて3日目はロング・ディスタンス。今Iul初めて

試みるスモール・ボートによる初島Ill航で，事務方に

とっては当日の天気など必内dなことが多かった。初島

を廻るとそれだけで1～2時間かかるから，初烏手前に

ブイを打ってそれを回ることにして，明るいうちに帰
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る確率を多くしたり，三好，森本の両オーナーに時に

お願してくジャッキー〉（船舶電話もついている大型

クルージング・ヨット）に伴走をお願いしたり，ヤマ

ハさんの25呪艇に協力してもらったり，およそ考えら

れる万全を期した。

当日晴，風は7m/sec～12m/secとミニトンの長時

間帆走には一寸とかったるい風だが，早朝7時20分ス

タートで全艇と言いたいところだがく朝涼Ⅲ>のクルー

がやりくりつかず，8艇元気にスタートしていった。

前日までの集計で1位くツインカム〉と2位くターボ〉

との差が2ポイントなく，2位と3位くミックス・マツ

クス〉との差は％点。この得点2倍のレースで，ほと

んどきまりということになる。

スタート後1時間くミックス・マックス〉とくツイ

ンカム〉が他に差をつけて走るが，スターボーで南風

では有利とはいえぬ岸寄りを走る。この時点で重量級

プロダクションボート・レプトンのくミステイ〉が3

位を走って好走する。〈ターボ〉はやや遅れ気味。し

かし南風での原則を守って沖出ししたくターボ〉〈ブ

ルーパルサー〉が伸び，真鶴沖から沖出ししたくミッ

クス・マックス〉も好追して，岸に寄ったくツインカ

ム〉が取り残された。初烏手前のブイを回ったのは1

位くターボ〉3分遅れでくミックス・マックス>,1

位に20分遅れ，23分遅れでくブルーパルサー〉〈ツイ

ンカム〉の順。最後尾のくまれし〉はくジャッキー〉

の見守るなか，トップ°に1時間半程の遅れで全艇回航。

トップ回航の頃から風速は12m/sec以上となり，ミ

ニトンにとって厳しいレースとなり,1,2位の艇は

何度もプローチングをくりかえし，その中で2位回航

のくミックス・マックス〉が逆にくターボ〉を1分程

引き離した。その後くミックス・マックス〉はジヤイ

ブを失敗してブローチング，最後はスピンを下して走
るなどの間にまたぐターボ>につめられ,ファーストフイ

ニッシュはしたが,18秒差まで追ったくターボ〉が修

正で1位。〈ツインカム〉も回航の遅れ23分を13分つ

めたが，そこまでで3位とひとつ上っただけで大勢は

決した。

最後のくまれし>がフイニッシュしたのは真暗になっ

た5時53分。トップに遅れること2時間は15.5ftの

レーティング，重量級のクルージング・ポートという

ハンディキャップ°からみて，ご立派といっておこう。

もっとも風波，吹きつのるなか，スキッパーの黄色

い悲鳴が何回か伴走のくジヤッキー〉から聞こえたと

か，聞こえなかったとか･･･…。なお，ファーストフイ

ニツシュ艇の所要時|I1は,8時間30分6秒だった。

さて，最終日の10月13日は朝から昨夜の風が吹きや

まず，南の風で波も2m近く，大荒れとなった。し

かしそこはクルーザーの全日本。どうするかと様子ま

ちのディンギーレース，クルーザーの草レースを尻目

に予定通り本部船もレーサーも次々に出航，名島沖の

スタート位置に豆クルーザーながら､余裕あるセーリ

ングで集まった。ところが参ったのがモーターボート

のマークポート。フライブリッジの25帆を使ったのだ

が，これが操舵不能に近くなり，ローリングでの復元

性限度に近いゆれで危険なため，やむなくレーサーを

置き捨てて，ハヤマ・マリーナに帰港する仕儀となっ

てしまった。途中なぜかパーソナル無線も効かず，帰

港後ハーバーの無線で本部船に帰港理曲を連絡。たま

たま本部船も風と波で100mをこえる海底へのアン

カーリングができず，定位置を確保できないので，一

応レーサーともども帰港することとなった。レース艇

がやる気満々なのに支援部隊が敗退というナサケナイ

ことになってしまったわけだ。急遠艇長会議を開き事

情を説明，多少波の低い逗子湾スタートの一本レグ往

復でも，レースをやるかどうか意見をきいた。ところ

が面白いもので，やる気の面々も一度帰港すると気が

抜けるのか，やめたい気分一杯の「本部にまかせる」

という8艇の返事。「本部にまかせるが，できればや

めたい」といったのが，ノーレースになれば優勝確定

のくターボ〉のスキッパー一人。

本部は「気の抜けた連中をもう一度海に出すのはあ

ぶない」と判断し,10分後レースII1止を決定した。そ

の瞬間くしプトンターポ〉の優勝は確定した。艇とし

ては松山の第5回についで，2回目の優勝である。（成

績別途）

くりあげた表彰式で本賞，石原慎太郎杯（石原会長

はいそがしいなか，マリーナに顔を出してくれたが，

2～3時間だったので会えない会員もいたようだ)，ト

ヨタカップ．それにロング，ショートの1位賞とひと

り占めしたくターボ〉のm々は，はじめて乗った艇を

レースを重ねるごとに乗りこなし，さすがであった。

横浜から参加のく朝涼Ⅲ〉はY-21Sを完檗に乗り

こなし，安定した走りを見せていたが，ロングに出ら

れずフ・ロダクション・グランプリ(舵杯)を林-19のくブ

ルーパルサー〉にもっていかれた。巻土重来を望もう。

艇数は9杯と少なかったが，3艇のトップ争いは見

ごたえがあり，プロダクションボートもよく走り，紅

一点の出走もあり，テレビでも放映され，普及のため

のPRにもなった。今年の第7旧|も我田引水で成功

だったと思っている。

9日のパーティー後かけつけてくれた東海支部長小

林氏，出走はしなかったが同じくパーティーだけ出て

くれた，同支部津の松葉氏と相談の結果，来年第8回

は三重県津のハーバーで10月10日から13日まで，今年

同様の日程で行われることに決った。スモールボー

ト・オーナー諸氏のふるっての参力l1を切望する。

なお大会運営一手引きうけの松田菊雄氏他，多くの

サポートをしていただいた諸氏，泊地，パーティー等

最大の協力をしていただいた，ハヤママリーナの松井

氏他，地元フリートの協力を呼びかけていただいた松

本富士也氏。すべての方々に誌面をお借りして感謝を

したい。

(12)
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冬の三浦からグアムレースとなると，シベリアから

寒気団が吹き下ろす日本から常夏のアリアナ諸島まで

一気に帆走することになり，気象の変化が大きく，そ

れに加えてデータの少ない区域にあたるため，気象・

海象を的確に把握することがむずかしいコースです。

しかし，それだけにl1に日に変わっていく気候，目に

入る雲など，日本にいては味わうことのできない楽し

みがあります。

この原槁を書いている今の時点で，どのような気圧

配置になるかを予想することは不可能ですので，一般

的な天気パターンと，利用すると多少の参考になるこ

とを紹介しましょう。

パイロットチャート（図］）を見ると，このコース

は初めは北から北西の季節風が卓越し，次第に北から

北東へと主風向はシフトしています。これはこの季節

に現われやすい西高東低の冬捌の気圧＃dF(IxI2)の

風系ですが，一口に冬捌といっても，はるか南海上ま

で季節風が吹き下りている時もあれば，北日本''一'心で

南海上は高気圧に緩やかに覆われていることもありま

す。それにこういった冬型が一週間も二週間も続くと

はかぎらず，気圧の谷の接近で冬型がすっかり緩んで

しまったり，台湾付近で発生した低気圧（図3）が，

発達しながら|｣本の南海上を足早に北東進することも

あり，その場その場で天気図から風を読み取り、また

今後の気圧配置を検討していかなければなりません。
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図4冬型の気圧配置の時の雲

このコースは気象的に見ると序盤はシケやすい季節

風の海域。グアムに近づくにつれ強まり安定した束よ

りの風が吹く貿易風帯。季節風の海域と貿易風帯の変

りIIで，一番肌の弱いI||i熱帯瓜城の三つに大きく分け

られます。

序盤

大除方imから強い寒虹が流れ込むと，冬型の如圧配

置が強まります。海上では海血と上空の気温の差が大

きくなり大気の状態が不安定となるため，突風を伴っ

た強風が吹き荒れ，大シケの状態が続きます。また海

血から熱と水蒸気の補給により"I吋雲が発達し,Ijiil!!|の

レースでもこの様な要が上空を通り，〈摩利支天〉に

落'IIiしたようです(M4)。幸い事故にはならなかっ

たものの，冬の野島崎II｣は，突風を伴った強風，高波

が続き，魔の海域として世界的にも有名です。また冬

型が緩むと低気圧が近づき，一||キも気の抜けない〃『で

す◎

中盤

11本のI報雌'2には'lli熱帯商女(圧があり，冬は北緯25

度付近に位置し，コース中一悉凪が弱まる所です。冬

型の筑圧内｡樹が強まって，季節凪がはるか南海_|まで

吹き下りている時は，大陸の尚女(圧の束の縁をir'lる風

をつかみ，貿易風帯に滑り込めるのですが，冬型が緩

んだ時は虹Ⅱ;の傾きがほとんどなくなり，船疋が黙ち

やすい海域です。犢裳でも湧いていればその付近で多

少瓜がありますが，間気圧の!|1心に捕まると，要一つ

■
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図5小笠原付近を覆う高気圧
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ないll1の海で停滞を余儀なくされます。前回のレース

でも，51-||｜に大陸束岸に気圧の谷が近づくと冬型が

緩み，小笠原近海は分離した高気圧にすっぽりと覆わ

れ，各艇共，一挙にペースダウンしています（図5）。

船速より航圧配置の変化の方が速いことはしばしば

で，しかたない血もありますが，予め気圧配置が予測

できれば，少しでも有利な位置へ艇を進めておくこと

ができるでしょう。
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後で，北東風が強まり出せばゴールまで一直線です。

しかしここで注意しなければならないことに台風があ

ります(lXl6)。冬の日本付近では台風が近づくこと

は非常に珍らしいですが，南洋では冬でも台風が発生

しています。平均で12月が1.311111月0.5個と夏に比べ

ると少ないものの無視できない存在です。中心付近で

は強風と，背の高い積乱雲からは雷を伴なった強い雨

が降り，大荒れの天気です。台風まで発達しなくとも，

赤道前線上を東から西へ周期的に動く低気圧性の擾乱

があり，この北側では東風が強まります（図7）。擾

乱の程度によっては，この風を利用することもできる

でしょう。

気象ファクスによる天気図の利用

現在では気象ファクスが積まれた艇も多くなり，地

上天気図はもちろん，高層天気l渕や予想天気図など，

気象業務に従事している人が利用している気象図と同

じものが人手できるようになりました。これらのあら

ゆる図を完全に使いこなすためには，専門的な勉強を

し，経験を積まなければなりませんが，必要最少限な

凶だけ受信してもけつこう役立ちます。

一般的によく利用されるのが地上天気図ですが，今

後の天気パターンの変化，気圧の谷の動向，低気圧の

発生や発達衰弱を知るために，高層天気図を一緒に見

ることが大切です。高膳天気IXIには850mb(約1500

m上空),700mb(約3000m上空),500mb(約5500m

上空)、300mb(約9000m上空）が放送されており，

どの図もそれぞれ重要ですが，気圧の谷の動きを追跡

したり，突風の予想によく利用される700mb高層天

気図だけでも有効です。

図8は上層の風の流れるパターンで，南北流型の時

は寒気が南下しやすく，冬なら西高東低の気圧配置が

続くパターン，東西流型の時は高低気圧が周期的に東

進することが多いパターンです。凶9,10はそれぞれ

の実際のファクスの700mb天気腿|です。

一

図7熱帯の低気圧の北側の強風域
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jl、イ州f1の週2IuI

図11上層の気圧の谷と地上の低気圧

夕旦

冬
型
弱
ま
る

冬
型
強
ま
る

気圧の谷の接近 気圧の谷の通過

図12気圧の谷の通過と冬型

またk(Ifの弁が大陸の叩岸に接近すると，冬型は緩

み父(lfの芥が抜けていくにつれふたたび冬ﾉ則が強まる

ため,R(IIfの行の勅きを迫跡することにより，季節肌

のllj<きlllしの時期，弱まるll¥!!llをある程度f測できま

す(E111,12)｡

また月IWI1と木|腱日の夜放送される週|川予報箇料

(Ixll3)と，毎l1夕方放送される翌日の-1場想天良(図

(Ixll4)を併用すれば，貴(圧門dii''iの予測に役立つで

しょう。

k(象〃:の)多想では，レースが|ﾙl樅される年末年始は

一||#的に冬型が強まるとなっていますが，はたしてい

かがなレースになることでしょう。

へ

<参考資料〉

『煎象学のう°ロムナードル

－熱帯の女(象
壬、

11 凪

新lll勅斡

|||岬｣1皇紀材

l11本義一:門『女(象学柵,浦」

『海の良(象教室」

螺耐眺総
『i!!,,糖火筑IXIの利川法」

｢菰象模ﾉﾉ:』

旧上太平洋パイロッ|､チャート」

大隊細鎚吻

貸（象ノj

iﾙﾉ|保安1j

己,"L『･昌之示麺

図14翌日9時の予想地上天気図
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JMH全般週間天気予報資料第ダ3回ノ'8S年〃月ノヲ日一ノノ月26日

5日平均平年煽塾図’東西指数(極東域） 5日平均平年煽塾図 1，ベース資料今蜘釦M祐教lWW<ｿ鍋ダ
3鰯期聞内に科■t二浬ﾆﾋ'すか↓1.ｲﾙ農国郡畔角
迦*藁寿奨I亀邦tもつ④偽畠j魚,倉お右桝も恥"Jメ
ーブルか牢ぞ韻掛域向

2.数値予報資料T=120で/"彊域の層寸弓丁

画零一jにかi7で逮必や逮湾(必切迫群jEと辞IL身鷺）

5ので1日過蛇於．後半日本a東ﾗ曝厘でリッヅが蘭諦

めをおさえ,､じょう乱汐免垂峠すい娘両I冒した．TCI幹

で本州餉叶l:蝿④うず13,蝿か4群誕凋､端部と還

w5awI且巡ら準0T堂仰2写本うり南鼻にある①うず'ま、

裾生錬砿芥鍋咋胡筏昂”い、

j・壇上解説隣

将になし

4.まとめ，o今翻叫,あ細狗ｲ麺i""
軸こあfj，娘LICOhe-＠の鮪下I癖い、武飢鑓本心鵠ほ
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辱刃具の沸入“く,蛾417⑨〆北廃蛾阿F,僻に荊軸
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キ14鰯胸“で牡ﾘや駒”‘‘，
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図13週間予報資料
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☆親雪なるミスター戸塚☆
申

片倉静江玄海支部

お元気ですか？“…･は，ちょっとおかしいですね。

お元気なはずがない｡英語の方が,今の戸塚さんにぴっ

たりかもしれません。HOWAREYOU？如何にお

わしますや？すっかり色白になっていらっしゃる

と，後援会の方からうかがいました。いけませんね，

ヨットマンが。でも，あと1，2カ月もすれば，いやと

いう程日焼け，潮焼けに悩みますぞ？サンオイルの

御用意をお忘れなく。

戸塚さんに初めてお会いしたのは，大平洋シングル

ハンドレース優勝後，恋人の<WINGOFYAMAHA>

を連れて博多へいらっしゃった時でした。あの頃，私

は肪い結びがやっと出来るようになったシンマイで，

友人の21フィートのクルーでした。○○大学，△△高

校ヨット部の現役,OB,OGが闇歩する岸壁,ポンツー

ンのはしっこの方をコソコソと歩いていましたつけ。

(今ですか？でつけえツラして，真ん中を肩で風を

切って歩いてまっせ.／)。愛艇をバックに皆さんと話

していらっしやる戸塚さんに話しかけたかったのです

が，シンマイは黙って素通りしました。その後，我々

のポンツーンを，パック入りミルクを片手に歩いてい

らっしゃいました。我々のヨットの向う三軒両隣は，

全部ベテランでしたからこちらには近づくはずはない

とあきらめ，仲間（山男）二人とスタンション磨きに

精を出していました。我々の前にさしかかった時，新

貝勲氏が「戸塚さん，どげんですな？」と話しかけた

のがきっかけで，初対面の自己紹介の後，エベレスト

遠征隊隊長だった湯浅道男氏（愛知学院大学）を御存

じだということで話がはずみました。おぼえていらっ

しゃいます？その時の会話で，今でも記憶に残って

いるのは戸塚さんの気配りです。ドシロウトの我々三

人に対してヨットに関すること，テクニックその他を

話す時，素人が戸惑わないようにヨット用語をまず出

して，その後すぐにわかりやすい言葉をつける心づか

い。これこそ先輩が後輩を導く思いやりと，教え方の

テクニックだと思いました｡“…･その時の印象は，レー

サー，ヨットマンというよりは，学校の先生という感

じで，そして本当に先生になった訳ですね。その戸塚

さんが信念を持ってやっていらっしゃるんです。信じ

ております。

それにしても二年余りの拘留はひどいです。それも

未だ何も決定していないのに……。これが司法国家を

誇る日本でのお話ですからゾッとします。戸塚さんの

稗熱弼ﾘ､早斯帰郷／｣

-､Iへ
亦
訓 へ

ハ

ように名前が知られている人でさえこの不当な扱いな

ら，無名の私等が似たような事情で捕まったらどうい

うことになるでしょう？恐ろしいですね。戸塚ヨッ

トスクールとは全く違いますが，私自身ヨッテイング

のおかげで，人生の危機を乗り越えた一人です。

9年前のことです。対人関係のもつれ，告げ口，誤

解,etcで毎日が梅雨空のようなどんよりした日々が

約7年間つづきました。転職するにはあまりにも齢を

とりすぎており，対人関係のゴタゴタく．らいで15年も

勤めた会社を辞めるには大変な決断が必要です。笑う

こともほとんどなく，私の眉間には，くっきりとしわ

が刻まれました。その頃，私を支えてくれたのがヨッ

ティングであり，多勢のヨット仲間でした。粉雪降り

しきる冬の玄界灘でのレース，手がかじかんでテイ

ラーが握れない，ウィンチハンドルをつかみそこなう，

頬はカチカチ，ものも言えない……。それでも不愉快

な週日に比べれば,週末のヨッティングは天国でした。

気心の知れた仲間と一緒に嵐の中を走り廻り，フイ

ーッシュした後，皆で乾杯.／でも月曜日のことを考

えるとがっくり。お笑い下さい。一時は何だか生きて

いるのがバカバカし<思えた時もありました。そのこ

とを思い出すたびにわれながら全くばかげたことを

．．…･と今は恥じております。ヨッテイングのおかげで

す。2年前から事情が180度好転し，今，まさに我が

世の春で楽しい週日を，そして益々楽しいウイークエ

ンドを送っています。

到旦

(18)
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戸塚さんさん，何故かわかりませんが,1,2カ月以

内にお帰りになるような気がしてなりません。「今回

は上位に入れそうだ」と何となく感じて（何の根拠も

なく)||I場した去年のアリランレースも5位に入りま

した。入賞の1位から6位までがギンギンのレーサー

艇で，出場艇36艇の誰がくカラコルム〉の上位入賞を

予想したでしょう？でも，私'よ出航前感じていまし

た。“優勝”さえチラシとよぎった位です。まあ，女

性特ｲjの動物的勘ですね。

もうすぐお会い出来そうです。それまで体力を養っ

て下さい。日焼け止め，サンオイルの御用意もお忘れ

なく。どなたの言葉だったか忘れましたが，私の好き

な言葉です。

「自分」をもって，自分なりに生き，そして，ど

んな境遇にいても，動揺せすに，

生きつづける事だ。

才能は静けさのなかでつくられ，

性格は世の激浪のなかでつくられる。

SEEYOUSOON戸塚さん.／

－

3 回大レー原杯ス弟
NORC玄海支部片倉静江r昼

かつただろうか？夕日に胸を熱くし，玄界!l;＃の上に

ふわりと現われたオレンジ色の月に驚ろき，あのあた

りにハレー彗星が？とオリオン座を仰ぎ見ながらの

帆走は，実に楽しい。「航海灯をつけないクルーザー

レースなんて.／女性がいない地球みたいなものです

わ。オホホホ……」（言っちゃった.／）

昭和58年よりスタートした恒例の“大原杯レース”

は,予定通り11月3日旧)に行われた｡帰国した名艇く飛

海>(TAK39)が出場するというので楽しみにして

いたが，メンバー不足で出られなくなり残念至極。ま

た，2年余り休養中だった精鋭くピクニック〉も，新

艇(YOK.32)で出場するはずだったが，進水が前日

になり出場できず，こちらも残念だった。

さて，コースは前年と同じで玄界烏を出て相ノ烏ま

でタックの応酬になり「<カラコム〉が後に来た時は

ゾッとした」り，相ノ島から小呂島(福岡市西区.／）ま

では，後半スピンラン，そこから烏帽子島の間で日没

になった。6着以下の艇は，烏帽子島の北側で，星明

りを頼りにジブアップ，スピンダウンになり，庭先の

様な烏帽子島も夜間はやはり神経を使う。また，烏帽

子島から博多湾入口までのコース選択が，勝敗の原因

につながった。沖出し組は，思いがけない潮流にのせ

られ，スターボーとポートとの差が2ノット近くも

あり，陸岸へ近づこうとタックすればストンとスピー

ドが落ちる。うんさりする程タックを繰り返し，やっ

と湾内に滑りこんだ。後で聞いた話だが，岸よりの組

は，時間帯にもよるが，操業中の漁船群にどなられた

り，時々風が止まったりで，やはり苦戦したようだっ

た。しかし，沖出し組よりは早目に湾内に逃げこんだ

結果となった。4日(月)午前1時頃ベタ凪ぎになり，そ

れにつかまった気の毒な艇もあり,健闘した小型艇くカ

ムカム>(YA25)もその一人で,午前3時頃フイニツ

シュした。

全艇無事故，入れ歯を落とした人もなく，産気づい

た人もなく，全員元気に帰港した。表彰式は,4Bll

：00からクラブハウス2階ロビーで開かれた。小型艇

（25フィート）は大変でしたね？なんて，うっかり

大原先生の前では言えない。14年前，第1回アリラン

レースの時,21フィートを駆って，朝鮮海峡110マイ

ルを渡った方，バシッと毒舌が飛んでくる。

夜間レースは，5月のアリランレース以来ではな

130･E
l

34｡N

オロノシマ

(長崎

髄

C

二里

’

130｡E

第3回大原杯レース成績表

11113日(Ⅱ)、4LI(月)快晴北東8～9m

Zfl'l(!|艇名｜艇御｜所要時間(秒)|l'l閥付

蛾
６
②
５
③
７
４
８
９
皿
的

１YOK32

HAY35

KII－I30

DOU34

ED30

VDF30

YA30

DOU30

J.P.28.5

FAR920

YA25

２
２
１
３
１
８
１
６
０
６
４

１
２
０
４
１
４
０
９
３
３
３

０
３
６
７
１
３
６
０
９
１
３

２
３
４
４
５
６
６
９
９
６
８

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５

ゼフイルス

マル．V

レテ'ィK

トムボーイ

DRHIRO

キャブテーヌ

ステラ

カラコルムII

G.B、

■ぞ

ンヤーナ

カムカム

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
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計第2レース
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１
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０
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０
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４
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０
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２
２
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４
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２
２
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第 1回大洗～小名浜レース青野忠純

私達の住む茨城・福島県は，広大な太平洋にImして

います。今回は，この海を舞台としたスポーツとして，

ヨットによる外洋レースを企画しました。これまで大

洗沖では，大洗海洋クラブを'一'1心として，那封湊港や

銚子港に置かれているクルーザー・ヨットのローカル

レースが，たびたび実施されてきました。しかしなが

ら今回のような，大洗一小名浜|H1の約100kmにおよ

ぶ長距離レースは初めてです｡では,このエキサイティ

ングなレースの模様をお伝えします。

レースのコンディションは，微風から台風並みと大

きな変化にとんだコースでした。特に中然までは霧の

中での上りコースで，コース選定がむつかしく，各艇

ともに艇身の位置順位がつかめない状態であった。

風は"S''から$!N''ないし!{NNE''に変わり，リー

チの強風となってからは全艇スピンランで，これまで

の遅れを一挙にばん'!'|する展開となった。そのとき風

の計測値はブローまじりで15～20m,波高も7m前

後となり，フレーニング・キープできた艇がグングン

足をのばすといった，まさにヘルムスマンとクルーの

旦司

▲総合優勝の那珂湊チーム

スピンワークの技が問われる，スリリングなレースと

なりました。50マイルレースは午前6時スタートで，

最終艇フイッシュは18時47分でした。

まだまだ関東東北域のクルーザーレースは小規模で

すが，これからも頑張っていきたいと思います。

第1大洗～小名浜外洋クルーザーレース・成績表

(50マイルレース）

IIし
ぎロl

録

ﾌｨﾆﾂﾝﾕ職'11f''l!!|'w要時間|ﾚーﾃｨﾝグ|TCF
艇名NC クラス｜セールNC

修正II#llllll;IIII"|総合

18.5

⑬18.3
０
７
９
８
６
６
０
０

2327モンスター 27ft1 16:27'16 376361 25885.4 1 1

3509アスカ．－’2 マノ､26 17:21'00 8 40860 18.5 0.690 28193．4 6 6

２
０
２
０

◆
■
■
■

８
８
８
８

１
１
１
１

③
③

７
４
８
８
６
６
０
０

卑弥岬3 ヤマノ、24 17:10'43 ７ 40243 27536.1 3 3

戸一耳

日立人港

リタイヤ
７
４
０

８
８
１

６
６
７

０
０
０

2802チャブチャーフ4 ヤマハ24 R 13 13

系流人5 なかよし30 6501 17:23'13 40993９ 29105.021．0 8 8

ヤマアノ､30

スカンヒⅢ）
20.8

320.6
６
３
１
１
７
７
０
０

松風６ 2304 16:39'48 383883 27404.1 2 ２

７ ヤマノ､33 16:46'25'’ス 23.80.747５ 38785 29003.4 ７ ７

22

321
３
８

５
６
５
２
７
７
０
０

今シ730
／エツl、

8 ､/－ガル〆 16:38'58 2 38338 28073.4 4 4

22.0

321.8
９
６
２
２
７
７
０
０

ブ.－メラン9 ､ヤシ30 3392 16:43'41 386214 27990.0 5 ５

ヒロアンド'、ン10 liﾘ田30 16:50'25 22．36 39025 0．755 29463.8 919

アイリス11 Y30[ 17:54'52 10 43192 21.8 0．726 31396.2 12112

ヤマノ、25

MKII
ストーミーマンデン12 18:47'55 12 46075 17.8 0.681 31377.0 1l 11

1q
上』 BW24セーレン 18:30'12 11 45012 18.20.686 30878.0110 10
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年会費納入のお願い

－事務局より－

会員の著書紹介

驍礫J≦野友五郎の生涯
幕末明治のテクノクラート 年会費は毎年2月末までに納めていただくことに

なっておりますが（組織及び運営規定第5章第13条),

本年度もいまだ未納の方が沢lllおります。年会費は協

会を運営するのにあたって大切な財源となります。ど

うぞ皆様にご理解いただき速やかにお支払いをお願い

致します。併せて以前よりお薦めしております年会費

の預金口座振替依頼もできるだけ多くの方に手続きを

していただけますようこ協力をお願いします。手続き

は所定様式の「預金口座振替依頼書」を提出していた

だくだけで毎年自動的に年会費の納入が完了します。

ご希望の方は所属支部事務局（関東は本部事務局）ま

でお申出下さるようお願いします。

一

－

－ －

’
７
薮
』

薄井荷博溌

醗溺､野友五郎の生涯
息納I諭鋤ﾃｸﾉｸﾗーﾄ. 1

」

い
い
‐
一

‐

q関東支部の会員の方々へD

本号に添付してある振込票は年会費の納入にご利用

下さい。

§
一

著者は，昭Ⅱ35年以来の本会会員で，30年から40年

代にかけて，｜帆走艇の航海術についての解説を“舵”

誌に連載していたので，覚えている方もあろう。本会

の水路委員長を勤めたこともある。

本書の主人公小野友五郎は，黎明期の近代日本が，

最も必要とした科学技術畑|の逸材でありながら，一般

には，ほとんど忘れ去られてしまっている。しかし，

彼の幕末明治における活動分野は，和算，洋式高等数

学，航海術，造船の基本設計，砲台築造，水路測量，

鉄道測量，製塩技術改良，一般の教育啓蒙と，実に多

岐にわたっている．その彼のテクノクラシーの根元を

さぐり，個々の業績をつまびらかにし，その全体像を

初めて明らかにしたのが本書である．日米i,l,j国の側か

ら，著者自らが探索・蒐集した新史料を駆使して，20

年にわたる研究の成果を世に間うている。忘れられた

練達の旧幕II[テクノクラートの多彩な業紙と凄絶な生

きざまがこの害に盛りこまれ，識者の注目を集めてい

る。

この舞台となった時期は，写真の世界では，湿式の

タゲロイド版から乾式への過渡期で，日米i,IIIIE|で集め

られた珍しい写真資料の一部が本書に掲械されている

が，これも好事家にとってはim白い見ものであろう。

ぜひ一読をおすすめする。

体裁：新書版（中公新書〈782>）

頁数:210頁

写真：22枚

定価：520円

最寄の書店でお求め下さい。

'87メルボルンー大阪。

ダブルノ、ンドレース

参加予定の皆様へ

へ

昭和60年11月29H

ヨット等船舶局で短波帯（4メガ～16メガ）を使用

して無線通信を行なう為には，

「電話級無線通信士」

の資格が必要です。

NOCR通信委員会では過去に出題された電話級無

線通信士の国家試験を集計・分析した「傾向と対策」

を作成しました。この資料によって次回の国家試験の

出題予測が自分で行なえます。

ご希望の方はNORC通信委員会宛てご連絡くださ

い。（コピー代，送料共実費500円）

＊電話級無線通信士の国家試験は毎年，2月と8月の

年2回行なわれており，現在,NORCでは勉強会を

行っています。

〒105束京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル）

aO3(504)1911(I()

（袖日本外洋帆走協会・通信委員会

(22）
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申し込み先：紬日本外洋帆走協会
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馨
驚勵

０
歩
」
月
４
０

興
卵 淵畷蝋舶（、象‘マー

零藍
一一 一驚

竃,･〆F階一

・打姪舞･名

サirIWi{
y蔵rI2

制I＃
8七も

齢¥

『L湯一
．欝
酔心

魚
群

"建弧．
_一

’

IF

女性＆子供用LINE7

アメリカズ・カップ・ギヤー
“，帯‘“

§

獣

NORCでは，ニュージーランドのライン7社で製

作されたLINE7アメリカズ・カップ・ギヤー（女性

用）を頒布いたしますのでお知らせします。

このギヤーは，一昨年のアメリカズ・カップに参加

したオーストラリアなどの乗員が着用したもので，品

質機能ともに申し分ありません。

アメリカズ．カップ用ギヤーは，ジャケット(630)，

ズボン(631),およびチョッキ(530),の3点から成っ

ており，全天候に適用できます。生地はポリエステル

上にPVCをコーティングしたもので，頑丈なチャッ

クまたはマジックテープで覆われるようになっていま

す。

また，ジャケットの胸部には，ラインセブンのマー

クと，その下にはNORCの文字とクラブ・バージの

マークが入っており，オリジナリティー豊かなギヤー

となっています。これをNORC会員各位に別i把の価
格にて頒布いたします。

また，セット（ジャケット，ズボン，チョッキ）で

お買上げの方には，ラインセブンタオル(1,700円）

をさしあげます。

f

サイズと枚数（限定20着）

ズ､ボンベスト(|#l1) ジャケツ’

身長165cm,

体重55kgの人は
×島××8 9

身促160cm,

体重50kgの人は
××9××S×S

。里

身歴155cm,

休亜45kgの人は
×××S×××S××S

身健150cm,

体重40kgの人は

××SOI

×××S×××S×××S

※呪物がNORCにございますので試着111能です。

色

色は白（赤と紺のストライプ）と紺（赤と白のス

トライプ）の2色です。

価格
申し込み方法

現金書留にて，サイズ，色等を明記の上，前記のII｣

し込み先へお申し込み下さい（会員番号，名前，住所，

電話(昼)番号をお忘れなく）。料金を受け取り次第発

送します。(NORC事務局に見本があります）

グエロノ･TT▽

疋1ⅢI NORC会!_i NORC会友

ジャケ､ソI

ズボン

チヨ・ソキ

ｊ
ｊ
ｌ

Ｏ
１
０

３
３
３

６
６
５

く
く
Ｉ

０
０
０

０
０
０

０
０
０

２
７
７

３
１
２

０
０
０

０
０
０

４
９
９

２
１
８

２
１
１

０
０
０

０
０
０

０
７
２

４
２
’

２
１
２

へ
Ⅱ !il 76．000 53．200 56,900

協力：(株)武田LINESEVENL－
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〈内容〉

全カラー7枚写真は85年アドミラルズ・カツう．総

合1位くフェニックス〉～総合7位まで及び，支部連

絡先と全国レース日程表が記載されております。

〈価格〉

会員価格1200円送料は別途実費を申し受けます。

限定1000部NORCのみのオリジナルカレン

ダーです。

☆ヨット・カレンダーの

お知らせ☆ Ｍ
卿
飢
年
哩
月
肥
Ⅱ
光
Ⅲ
（
伽
月
１
Ｍ
肥
Ⅱ
充
、

昭
和
鉈
年
７
月
副
Ｈ
第
三
種
郵
便
物
縄
叩

〈申込み先〉

関東(03)504-1911～3

駿河湾(0543)52-1526(今尾）

東海(052)971-5835(山川）

近畿北陸(075)661-0325(三井）

内海（0792）46-2836（妹尾）

西内海(082)243-4111(井岡）

玄海(092)731-1370又は804-5225(光安）

沖縄（0898）39-2277（桃原）

津軽海峡(0138)59-1234(米l1l)

北海道(011)231-0015(城丸）

以上10支部にて頒布いたしております。

へ

NORCでは昨年に引き続き，ヨットカレンダーを

販売することになりました。つきましては身近な支部

まで申込み下さい。お侍ち申し上げております。

「オケラ五世優勝す」
多田雄幸著（文芸春秋刊）

これは書店でも売っているが,NORCの会員には

特別に多田さんのサイン入りをお分けします。

（定価1,300円，送料250円）

「ひねもす航海記」
国三光煕著(TRIM社刊）

本書はトリム社から出版されているが，一般の書店

では扱っていないので,NORCでは会員の皆様に特

別に著者サイン入りをサービス価格で頒布しますの

で，正月休みにぜひお楽しみ下さい。

定価5,000IJI(会員価格4,500円，送料サービス）

（
』

申し込み先：㈹日本外洋帆走協会〒105束京都

港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4階

a(03)504-1911

癖
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OFFSHORE第130号昭和60年12月15日発行

毎ｹ11回15日発行

昭和52年7月21日第三繩郵便物認可

1部定価300円（郵送料45円）

発行祉|､11法人日本外洋帆走協会

東京郁港区虎ノ門1-15-16(船舶抵興ビル4階）

′i世‘禍・火京03(504)1911～3〒105

郵仙賑啓番号2‐21787

印刷正進社印刷株式会社

諸
』癖

鳴

鼬

穆識

(24）


